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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除した比率であり、「銀行法第14条の2
の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19
号）」に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 31,684 4.2 12,079 29.0 7,746 32.8
25年3月期第1四半期 30,390 △9.8 9,358 △25.6 5,830 △26.4

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 26,281百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △23,215百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 20.49 19.14
25年3月期第1四半期 15.43 14.41

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 7,471,274 487,474 6.4
25年3月期 7,626,868 463,074 5.9
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  481,355百万円 25年3月期  457,143百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,900 △8.7 8,500 2.2 22.49
通期 22,300 △20.6 13,600 △22.6 35.98



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料P.2「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としてお
ります。実際の業績は、今後様々な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。 
・四半期決算説明資料は四半期決算短信に添付しております。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 379,203,441 株 25年3月期 379,203,441 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 1,322,008 株 25年3月期 1,309,067 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 377,889,272 株 25年3月期1Q 377,853,766 株
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当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、消費マインドの改善による個人消費の回復や企業の生産

水準の回復により持ち直し基調が続いている一方で、金融市場は政権交代後の円安・株高の流れに反転

の動きが見られるなど変化の大きい状況にあり、先行きには不透明感が残る状況となりました。  

このような環境の中、当行グループは経営の効率化と業績の向上に努めました結果、当第１四半期連

結累計期間の業績は次のとおりとなりました。 

経常収益は、役務取引等収益及び国債等債券売却益を中心としたその他業務収益の増加等により、前

年同期比12億93百万円増加し、316億84百万円となりました。  

 一方、経常費用は、資金調達費用及び株式等償却を中心としたその他経常費用の減少により前年同期

比14億27百万円減少し、196億４百万円となりました。  

 この結果、経常利益は前年同期比27億21百万円増加し、120億79百万円となり、四半期純利益は前年

同期比19億16百万円増加し、77億46百万円となりました。 

  

主要勘定の残高につきましては、預金・譲渡性預金は、個人部門では増加したものの金融機関部門で

の減少を主因として前連結会計年度末比1,504億円減少し、６兆6,827億円となりました。   

 次に、貸出金は、個人向け貸出が堅調に増加いたしましたが、企業向け貸出の減少を主因として前連

結会計年度末比643億円減少し、４兆559億円となりました。一方、有価証券につきましては、国債及び

株式の増加により前連結会計年度末比731億円増加し、３兆1,074億円となりました。 

 以上の結果、総資産は前連結会計年度末比1,555億円減少して７兆4,712億円となりました。一方、純

資産はその他有価証券評価差額金の増加等により前連結会計年度末比243億円増加して4,874億円とな

り、株主資本につきましては、利益剰余金の増加により前連結会計年度末比58億円増加し、3,398億円

となりました。 

  

平成26年３月期の連結業績予想につきましては、平成25年５月13日に公表しております連結業績予想

から変更はありません。 

  

連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定

しております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

現金預け金 235,590 105,730

コールローン及び買入手形 130,970 95,552

買現先勘定 1,899 －

買入金銭債権 10,276 10,328

商品有価証券 1,521 1,745

金銭の信託 1,965 1,954

有価証券 3,034,289 3,107,409

貸出金 4,120,333 4,055,950

外国為替 2,669 3,059

リース債権及びリース投資資産 7,765 7,867

その他資産 24,371 22,704

有形固定資産 79,836 82,196

無形固定資産 1,888 1,869

繰延税金資産 2,288 2,282

支払承諾見返 14,946 15,986

貸倒引当金 △43,745 △43,363

資産の部合計 7,626,868 7,471,274

負債の部

預金 6,081,070 6,077,156

譲渡性預金 752,196 605,643

コールマネー及び売渡手形 19,343 12,429

売現先勘定 1,899 －

債券貸借取引受入担保金 38,629 31,702

借用金 73,815 74,455

外国為替 205 195

社債 15,000 15,000

新株予約権付社債 29,953 29,953

その他負債 72,056 45,273

退職給付引当金 24,803 24,824

睡眠預金払戻損失引当金 299 299

偶発損失引当金 1,046 1,006

繰延税金負債 38,424 49,770

再評価に係る繰延税金負債 103 103

支払承諾 14,946 15,986

負債の部合計 7,163,793 6,983,800
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

資本金 42,103 42,103

資本剰余金 30,301 30,301

利益剰余金 262,761 268,618

自己株式 △1,199 △1,212

株主資本合計 333,967 339,812

その他有価証券評価差額金 125,358 142,753

繰延ヘッジ損益 △2,368 △1,396

土地再評価差額金 186 186

その他の包括利益累計額合計 123,176 141,543

新株予約権 370 392

少数株主持分 5,560 5,726

純資産の部合計 463,074 487,474

負債及び純資産の部合計 7,626,868 7,471,274
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

経常収益 30,390 31,684

資金運用収益 22,154 21,182

（うち貸出金利息） 14,457 13,670

（うち有価証券利息配当金） 7,496 7,372

役務取引等収益 4,327 4,771

その他業務収益 2,591 4,392

その他経常収益 1,317 1,338

経常費用 21,032 19,604

資金調達費用 2,096 1,731

（うち預金利息） 1,177 958

役務取引等費用 1,511 1,534

その他業務費用 1,449 1,457

営業経費 14,692 14,746

その他経常費用 1,282 135

経常利益 9,358 12,079

特別利益 213 2

固定資産処分益 213 2

特別損失 103 57

固定資産処分損 103 57

税金等調整前四半期純利益 9,467 12,024

法人税、住民税及び事業税 2,479 2,496

法人税等調整額 796 1,616

法人税等合計 3,276 4,113

少数株主損益調整前四半期純利益 6,191 7,910

少数株主利益 361 163

四半期純利益 5,830 7,746
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四半期連結包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,191 7,910

その他の包括利益 △29,407 18,371

その他有価証券評価差額金 △29,044 17,399

繰延ヘッジ損益 △363 971

四半期包括利益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△23,215 26,281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △23,555 26,113

少数株主に係る四半期包括利益

 

 

 

 

 

（３）継続企業の前提に関する注記
 
　　　該当事項はありません。
 
 
（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
　　　
　　　該当事項はありません。 

339 168
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１．平成２５年度第１四半期の業績 

（ 平成２５年４月１日～平成２５年６月３０日 ）

【単体】 (単位：億円)

前年同期比

 業務粗利益 245 16 228
 資金利益 194 △ 5 200
 役務取引等利益 22 4 18
 その他業務利益 28 18 10

うち国債等債券損益 21 8 13
 経    費 143 0 143
 業務純益 101 15 85
 臨時損益 13 12 1

 うち不良債権処理額　　　① 0 △ 0 1
 うち貸倒引当金戻入益    ② 2 0 2

一般貸倒引当金 0 △ 7 7
個別貸倒引当金(△繰入) 2 7 △ 5

 うち株式等関係損益 0 7 △ 6
 経常利益 115 28 86
 特別損益 △ 0 △ 1 1
 税引前四半期純利益 114 26 88
 法人税等合計 38 8 30
 四半期純利益 75 17 57

 与信関連費用　　　　①－② △ 2 △ 0 △ 1

【連結】

 連結四半期純利益 77 19 58

（注）金額は億円未満を切り捨てて表示しております。

平成２５年度第１四半期決算説明資料

平成２５年度
第１四半期
（３か月間）

平成２４年度
第１四半期
（３か月間）

　業務粗利益につきましては、資金利益は減少したものの、預り資産の好調な販売等に
より、役務取引等利益が増加したほか、国債等債券損益を中心したその他業務利益も
増加したため、前年同期比１６億円増加し、２４５億円となりました。
　また、経常利益につきましては、与信関連費用が引き続き低水準で推移しているほか、
株式等関係損益が改善したことから、前年同期比２８億円増加し、１１５億円となりました。
　この結果、四半期純利益は、前年同期比１７億円増加の７５億円となりました。
　なお、連結四半期純利益につきましては、前年同期比１９億円増加の７７億円となりました。

連結四半期純利益

7779

58

0

50

100

23年度第1Q 24年度第1Q 25年度第1Q

（億円）
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２．主要勘定の状況　【単体】

(１) 預金・譲渡性預金

(単位：億円)

増減額 増減率

 預  金 60,878 2,016 3.4% 58,862 60,915

 譲渡性預金 6,107 △ 847  △ 12.1% 6,955 7,571

 預金・譲渡性預金 66,986 1,169 1.7% 65,817 68,487

 個人 40,628 967 2.4% 39,660 39,781

 法人 18,107 △ 86  △ 0.4% 18,193 18,724

 その他 8,251 287 3.6% 7,963 9,981

（注） その他＝公金＋金融機関

(２) 貸出金

(単位：億円)

増減額 増減率

　貸出金 40,623 919 2.3% 39,703 41,264

中小企業等貸出金 28,888 449 1.5% 28,439 29,314

うち中小企業向け貸出金 15,751 181 1.1% 15,569 16,261

　住宅ローン 14,221 302 2.1% 13,919 14,120

平成２５年
６月末

平成２４年
６月末

平成２５年
３月末平成２４年６月末比

平成２５年
６月末

平成２４年
６月末

平成２５年
３月末平成２４年６月末比

　     預金・譲渡性預金につきましては、引き続き個人預金を中心に堅調に推移し、平成２４年６月末比
     １，１６９億円増加の６兆６，９８６億円となりました。
　     なお、個人預金残高は４兆６２８億円となり、初めて４兆円を突破いたしました。

66,986

65,817

63,987

62,000

64,000

66,000

68,000

平成23年6月末 平成24年6月末 平成25年6月末

（億円）

40,628

38,375

39,660

36,000

38,000

40,000

42,000

平成23年6月末 平成24年6月末 平成25年6月末

（億円）

４兆円
突破

　     貸出金につきましては、平成２４年６月末比９１９億円増加し、４兆６２３億円となりました。
　     特に、リテール貸出金の積極的な推進により、中小企業等貸出金は平成２４年６月末比
     ４４９億円増加の２兆８，８８８億円となり、順調に拡大しております。

38,432

39,703

40,623

36,000

38,000

40,000

42,000

平成23年6月末 平成24年6月末 平成25年6月末
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449
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200

400
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中小企業等貸出金
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貸出金（億円） （億円）

預金・譲渡性預金 個人預金
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(３) 有価証券

(単位：億円)

増減額 増減率
 有価証券 31,048 2,331 8.1% 28,716 30,317

 債    券 27,275 1,270 4.8% 26,004 26,998

 株    式 3,773 1,061 39.1% 2,712 3,318

 （うち評価差額） 2,182 1,076 97.3% 1,105 1,917

 評価差額除く有価証券 28,866 1,254 4.5% 27,611 28,400

(４) 個人預り資産等

 〈 期 中 販 売 額 〉

 投 資 信 託

 保 険
（注）保険は、個人年金保険、一時払終身保険の販売額合計を記載。

(参考） (単位：件)

 保 険 販 売 件 数

 うち平準払保険
（注）個人年金保険、終身保険、第３分野保険の販売件数合計を記載。

　　　なお、平準払保険は平成２４年度下期より取扱い開始。

 〈 残 高 〉 (単位：億円)

 個人預り資産 4,464

 投 資 信 託 2,036

 外 貨 預 金 481

 国 債 等 1,946
（注）外貨預金は、外貨定期預金残高を記載。

平成２５年
６月末

平成２４年
６月末

平成２５年
３月末平成２４年６月末比

平成２５年
３月末

     有価証券につきましては、金利動向等に注視しつつ、効率的な運用に努めました結果、
　評価差額を除いたベースの残高は２兆８，８６６億円となりました。

　 個人預り資産等につきましては、株式相場の回復の下、販売に注力いたしました結果、投資信託の
 期中販売額が前年同期比８７億円増加の２４８億円となりました。
   また、保険につきましては、個人年金保険、一時払終身保険の期中販売額は７３億円となりましたほか、
 前期より取扱いを開始した平準払保険の販売件数は１，４４４件となり、順調に推移しております。

 (単位：億円)
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３．健全性の状況  

（１）自己資本比率（国内基準）

　　　　　　(単位：億円）　 (単位：億円）　

（注）総所要自己資本額は、リスク・アセット等に4％を乗じた額であります。

（２）時価のある有価証券の評価差額（含み益）　【単体】

（単位：億円）　

平成２５年６月末 平成２５年３月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益うち損

30,976 2,182 2,263 80 28,668 1,105 1,336 230 30,245 1,917 1,983 66

株式 3,710 1,962 1,998 35 2,677 928 1,037 109 3,255 1,514 1,568 53

債券 24,914 143 178 34 23,959 255 271 16 24,541 311 321 9

その他 2,352 76 87 10 2,031 △ 78 26 104 2,448 90 93 2

（注） １．満期保有目的の債券、時価のある子会社・関連会社株式は該当ありません。

２．変動利付国債は市場価格により時価評価しております。

平成２４年６月末

その他有価証券

平成２５年６月末 平成２５年３月末

単体 単体

  自己資本比率 13.55 ％ 13.08 ％ 13.26 ％ 12.81 ％

　うちTierⅠ比率 12.08 ％ 11.68 ％ 11.61 ％ 11.23 ％

　自己資本額 3,775 3,623 3,748 3,601

　うちTierⅠ 3,366 3,235 3,283 3,157

  リスク・アセット等 27,859 27,691 28,263 28,098

　総所要自己資本額(注) 1,114 1,107 1,130 1,123

連結 連結

　　　平成２５年６月末の自己資本比率（国内基準）は、連結で１３．５５％、単体で１３．０８％となりました。
  　　また、TierⅠ比率につきましては、連結で１２．０８％、単体で１１．６８％となりました。

　     平成２５年６月末の時価のある有価証券の評価差額（含み益）は、株式相場の回復等により、
     ２，１８２億円となり、引き続き高水準を維持しております。
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（３）不良債権の状況　【単体】

金融再生法開示債権の推移

167 △ 21 189 174

危険債権 1,155 46 1,109 1,178

要管理債権 50 △ 86 137 51

  開示債権合計 1,374 △ 61 1,435 1,404

   開示債権比率 3.34% △ 0.23 % 3.57% 3.37%
　

1,270 △ 51 1,321 1,299

 開示債権比率 3.10% △ 0.20 % 3.30% 3.12%

（注)１．上記の平成２５年６月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に

        規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　 ２．平成２５年６月末の各カテゴリーの金額は、当行の定める格付・自己査定基準に基づき、同３月末から６

　    　月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実及び行内格付の変更等を反映させた同６月末時点での各残高を

        記載しております。

     ３．債務者区分との関係

        破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

        危険債権（破綻懸念先の債権）
        要管理債権（要注意先のうち、元金または利息の支払いが３か月以上延滞しているか、又は貸出条件を

                    緩和している債権）

＜参考＞ 信用保証協会による保証付債権を控除した場合

739 △ 53 792 755

 開示債権比率（※） 1.80% △ 0.18 % 1.98% 1.81%

（※）開示債権比率＝（開示債権合計－部分直接償却額－信用保証協会保証付債権）÷（総与信－部分直接償却額）

 ＜部分直接償却後＞
  開示債権合計

 ＜部分直接償却後＞
  開示債権合計

（単位：億円)

平成２５年
６月末

平成２４年
６月末

平成２５年
３月末平成２４年６月末比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

（単位：億円)

平成２５年
６月末

平成２４年
６月末

平成２５年
３月末平成２４年６月末比

　     平成２５年６月末の金融再生法開示債権残高につきましては、平成２４年６月末比
　　６１億円減少の１，３７４億円、開示債権比率は平成２４年６月末比０．２３％改善し
　　３．３４％となりました。
　     また、部分直接償却を実施した場合の開示債権残高は１，２７０億円、開示債権比率は
     ３．１０％となり、いずれも平成２４年６月末比で改善しました。
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